
情報化がますます進展し、私たちの生活範囲

や活動対象は、地域や日本という範囲から地

球規模へと拡大しました。115年の歴史と

伝統にしっかりと根ざしつつも、時代や社会

のグローバルな要請に応え得る教育機関とし

て、さらに前進したいものと考えております。 
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■自身の形成■

�－おいたち－

和田� 私の出身は宮城県遠田郡田

尻町で、高校は古川高等学校、そし

て東北学院大学と地元で育ちまし

た。入社後の勤務地は新潟と山形で、

その後東京に転勤になりました。

山形支社に勤務していた時に、海

外研修生の試験を受けて合格し、

海外勤務の道が開けたのです。

司会� 大学時代を振り返ってのお

話をお聞かせください。

和田� 決して優等生ではありませ

んでしたが、大学時代は最も自由

で有意義な時期でした。英字新聞

会に所属し、「THE� FAIR� GAKUIN」と

いう英字新聞の編集に力を入れて

いましたので、大半はクラブ活動

に時間を費やしていたような気が

します。当時は、英文学科の吉川清

隆先生やフィリップ･ウイリアムズ

先生に大変お世話になりました。

その方々の人格が私の中で大変プ

ラスになったことを思い出します。

アメリカに行きたいという夢を持

つようになったのもその頃でしょ

うか。現在の大学院棟、当時のシュ

ネーダー記念図書館に何度も足を

運びました。また礼拝堂にもよく

行きました。正直言いまして、キリ

スト教の基礎知識もないまま今日

に至っていますが、機会があった

らまたあの礼拝堂に戻って説教を

聴き、パイプオルガンの音色とと

もに讃美歌を歌ってみたいですね。

学長�大学卒業後、海外勤務の中で、

大学での英語はすぐに通用しまし

たか。

和田� 私は中学生の頃から英語に

興味があり、ラジオ放送などを聞

きながら勉強していました。大学

でも授業やクラブ活動を通して英

語に接してきましたので、実際に

海外部門に移った40歳になってか

らでも非常に役立ちました。

対談者

和田博義氏

昭和43年に本学経済学部経済学科を卒業。

東京海上火災保険㈱に入社。ニューヨー

ク、ロサンゼルス、ロンドンでの駐在を

経て、現在、常務取締役�海外本部長。

倉松　功��　本学学長

司会者

佐々木哲夫��本誌編集委員会編集長

東北学院大学��学長

倉松��功

東京海上火災保険株式会社
常務取締役�海外本部長

和田　博義氏



■海外から見た日本■

-教育の相違-

司会�ニューヨークやロンドンでの駐

在の経験から、日本と海外におけ

る教育の相違について何かお感じ

になったことがありますでしょうか。

和田� 昭和59年にニューヨークへ

行った時は、妻と当時小学4年生と

2年生の2人の子供も連れていきま

した。そのときのパスポートは、自

筆で英字のサインをしなくてはなら

ず、アルファベットも教えていなか

った子供たちには苦労をかけまし

た。子供たちをアメリカの学校に

入学させましたが、4年生という難

しい時期の長男はなかなか馴染む

のに苦労したようです。アメリカ

の教育は「encourage（励ます）」がポ

イントです。子供の教育、例えば、

怒ることが10回あっても1回しか

怒らないというようなことです。

これが日本の場合、10回あったら

10回全て怒るでしょう。会社の中

でもencourageすることが本当は大

切であると考えております。

学長�日本とアメリカの文化では、

それぞれ特徴的な側面があると思

います。欧米文化やキリスト教世

界では、個人しか持っていないも

のを引き出さないといけません。

日本では個人主義はエゴイズムと

置き換えられて非難されることも

ありますが、そうではなく、その人

しか持っていないものを生かすこ

とが個人主義だと思うのです。そ

もそも教育とは「引き出す」という

意味なのです。そのためには、和田

さんの言われるように、encourage

をしなくてはなりません。ただ叱

るだけでは萎縮するだけです。

和田�子供がニューヨークでピアノ

スクールに行っていた時のことです。

その先生の家で発表会をした時、

アメリカ人の場合、子供が何度とな

く間違いながらも弾き終わると、

聴衆のお父さんが、「ブラボー」と

声をあげるのです。そこで子供は笑

顔を浮かべます。これは日本人に

はできないことでしょう。日本の場合

は恐らく家に帰った後、「間違えて

ばかり」と言って怒るだけです。こ

の差がアメリカと日本の文化の違

いを端的に表していると思います。

学長�近代日本においては、上から

押しつける、そういうことが日本全

体に広まっていたのかもしれませ

ん。バブルの崩壊後は多少様子も

変わり、例えば官から民へという

動きにも少し見えるようになった

かと思われます。

■文明と文化■

和田� 私がニューヨークに行く際

に、司馬遼太郎氏の『アメリカ素描』

という本を読みました。その中に、

「文明」と「文化」について書いてい

る箇所があります。司馬遼太郎氏は、

文明はだれもが参加できる普遍的

なもの、合理的なもの、機能的なも

のだと定義しています。一方で文

化というのは、全く不合理の世界で、

ある特定の国にしか適応できない

ものだと書いています。確かにそ

う思うところがあります。例えば、

襖を開ける時、女性は畳に膝をつ

いて開けるという作法は、不合理

そのものです。だから世界に広が

らないし、普遍的にならない。よっ

てこれが文化であると考えること

ができます。アメリカは、そのよう

な観点で考えると逆に文化がない

世界、文明だけの世界という感じ

がします。

学長� さらに、日本の場合は、異文

化を排除する傾向もありますね。「外

国はがし、日本もどし」という言葉

さえあるくらいです。

和田�おっしゃるとおりです。

学長�異文化の排除、同族主義とか

村八分は、聖書とは異質のものと

思います。

和田�以前、『日本異質論』という本

が出版されました。日本は、やはり、

文明に対して率直になれないとい

うのです。アメリカで始まるもの

の多くは、普遍性を持っています。

合理性があり、機能的です。そのよ

うなものは自然に世界に広まって

行きます。まさに、文明発祥国その

ものなのです。他方、文明だけでは

疲労してしまうこともあります。文化

は、心を和ませるところがあります。

アメリカにはそれが欠けていて、逆

に日本は文化の自家中毒になって

いると思います。

学長�アメリカとヨーロッパの対立

にも言えます。基礎は同じかもし

れませんが、自国の文化を絶対視

して固執することはできないでしょう。

効率、効能、便利ということだけを前

面に出す文化はヨーロッパにはあ

りません。アメリカの競争社会の持

っている一つの問題で、すべてそう

ではないですが、市場原理を優先し

発展していることがもたらす陰の部

分があることも充分に認識してい

なければならないでしょう。

和田�アメリカ社会にいると、反動

として様々な国の文化にあこがれ

ることもあります。

■21世紀の視点■

-東北学院大学へ望むこと-

■求められる能力

司会� アメリカは多民族国家です

から、合理的ではないと共有する

今回は、昭和43年に本学経済学部を卒業されました、和田博義さん

をお訪ねし、豊富な海外での経験から、グローバルな視点で世界の

中の日本、そして東北学院大学の姿をお話ししていただきました。

本誌編集委員会�編集長

佐々木　哲夫



ことが難しいのではないでしょうか。

ある意味で日本も文化と文明を共

存させなければならないグローバ

リゼーションの時代になってきた

と思います。21世紀という新しい

時代における東北学院大学のある

べき姿についてお願いいたします。

和田�私のようなたたき上げで外国

語を身に付け文化を理解した人間

が国際舞台で仕事をするというこ

とは、なかなか困難なことです。言

語の問題はもちろんですが、日本社

会の特徴でもあるように、論理的に

思考を整理し相手を説得すること

になれていないのです。例えば、アメ

リカのビジネス書は事実を並べて

論理的に構成されていますが、日

本のビジネス書は印象的･感覚的な

形態です。これでは外国人を説得で

きません。ですから、事実を論理立

てて相手を説得できる人を育てて

いかなければならないと思います。

英語は極めて論理的な言語だと思

います。日本語はそのまま英語に

ならないことがありますが、英語を直

訳で日本語に置き換えると相手の

心に直接入り込めることがありま

す。論理を身に付けなければなら

ない時代に入っているのですから、

そのような能力を身に付けた人材

を育成してもらうことがこれからの

東北学院大学に必要だと思います。

学長�日本の文化を担いながら、論

理的に相手と会話ができる訓練を

することが、日本にとっても役立

つし、日本を世界に広めることに

もなるでしょう。

和田�おっしゃるとおりです。どちら

の文化も理解し、日本独自の文化

と異文化の掛け橋になる形が一番

望ましいのです。

学長��それが世界のグローバリゼー

ションの中で、自分を生かす道で

はないかと思います。つまり、異文

化を手放しで受け容れるだけでは

異文化が生きてこないのです。大学

でも国語や日本文化、日本芸術な

どの教育が必要だと思います。そ

の上で、自由な環境の中で個性を

発揮し、個人の尊厳を尊重できるよ

うな教育ができればと考えています。

■教養教育の重要性

司会�専門的な教育は当然ですが、

教養教育も国際社会で活躍すると

きに必要とされる教育だというこ

とでしょうか。

和田�そうです。海外の文化や歴史、

人文地理のような一般教養を知っ

ていることは、ビジネス界でも非常

に有効です。仕事の後のディナーや

パーティーの中で人間関係が深ま

っていくことは間違いありません。

教養力はそういう形でも有効に働

くのです。

学長� 東北学院大学は「教養大学」

であると公の場で私は言っています。

日本では、教養大学は一段低い大

学に見られる傾向も一部にはあり

ますが、教養教育は非常に大切だ

という事です。幅広い教養教育の中

で経済学の専門教育を学ぶという

ように、専門教育は、言わば教養教

育の一部であると考えています。

■求められる学生

司会�ところで、東北学院大学の学

生が就職の面接に来る場合、どの

ような学生に魅力を感じられますか。

和田� 東北学院大学から我が社に

入社される学生が最近少ないよう

な気がします。昔は確かに、東京や

京都、一橋、慶応大学出身を多く採

用していましたが、近年は、大学を

問わず、その人物が仕事を通して

どのくらい大きな成果を生み出す

ことができるのかということを見て

います。ですから、是非頑張ってほし

いですね。必要としている人材は、

ある一定の教養を持った人で、さ

らにガッツのある人です。ノウハウ

や専門知識、スキルなどは自己の努

力次第なのです。性格も、表現力や

コミュニケーションのスキルで変化

させることができるでしょう。ですから、

悲観的になる前に、努力してほしい

と思います。

■英語教育

学長�本学では、英語教育の見直し

として、教養教育を行いながら、英

会話や情報リテラシーなどのツール

は長期休暇中の講習で補うことを

提案しています。情報教育におい

ても小学校からの学習が増えてい

ますので、大学はそれらを学習する

高度な設備を提供していくことが

必要でしょう。それは英語について

も同じことが言えます。さらに、そのよ

うなツールとしてのIT、英語訓練の設

備を利用したいという意欲を持た

せる教育もしていきたいですね。

和田�私の学生時代には、英語の得

意な人たちが多かったですね。そのよ

うな特色を今後も大切にしてもらい

たいと思います。

学長� 私は「英語の東北学院大学」

の復活を強く望んでいます。その

ためには、英語を母国語とする先

生に教育していただくことと交換留

学の充実です。交換留学については、

海外の学生と日常的に接して英語

に対する意欲を高めるために、現

在の、アメリカ、ドイツ、イギリス、中国、

韓国という地域の7つの大学との

交流を、今後30の大学まで広げてい

きたいと考えています。そして、1万

3,000名のうち、少なくとも1%の学生

が参加できる交流を目指していき

たいです。

和田�大変すばらしいことです。イン

ターネットの8割以上が英語の文書

である状況を見てもわかるとおり、

英語はとても重要です。今後は、学

長の言われたことをいかに早く実

行に移すかがポイントです。
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学長�英語のコミュニケーション能

力を高い水準まで上げることを、1

万3,000名の学生全員に求めるの

は難しいので、今後の方向としては、

既に実施している英語のグレード

制（注:能力別にクラス編成を施す

制度）を全学部でさらに発展させ、

英語能力を高めることのできる学

生はさらに伸ばし、苦手な学生は

一定レベルまで高めるという方法

を考えていかなければならないで

しょう。

和田� 我が社でも同じような問題

を抱えています。現在駐在員が140

名ほどいるのですが、すぐに海外

で仕事をしたり、現地の人間とコ

ミュニケ-ションをとることがな

かなかできないのです。たとえ140

名全員を底上げして、外国語を話し、

しかも経営ができる人間に育てよ

うとしても到底無理な問題です。

そうすると、当面の方法として考

えられるのは、年度ごとに数名ず

つを集中的に教育し、それぞれの

国の重要なポストへローテーショ

ンで配置することです。そのため、

年齢が上だからという年功序列制

は必要なくなります。むしろ若く

て努力型の人間の方が英語もでき、

経営能力がある場合もあります。

そういう人間を思い切って現地社

長にするとか、あるいは副社長に

することを今始めています。

■おわりに■

和田�話は変わりますが、現在の東

北学院大学の在学生や卒業生はど

のような活躍をされているのです

か。

学長�毎年3千数百名の卒業生を出

しています。同窓生は既に13万人

を超えました。受験生の出身校では、

東北6県が多く、特に地元の宮城県

が多いです。また、多くの卒業生が

全国でも活躍しています。各地区

で開催される同窓会に出席する機

会が多くありますが、それこそ教

養とガッツに満ち溢れた方が多い

のに励まされています。

和田�私もその一員として、誇りに

思います。学生時代に培った教養

と英語が今の自分にあるのです。

学生当時、今の大学院棟にあったシ

ュネーダー図書館で読んだ福沢諭

吉の『痩せ我慢の説』という、勝海

舟と榎本武揚を問責する本があり

ます。福沢諭吉は学問の世界で変革

を支えてきた人で、勝海舟や榎本武

揚は第一線で活躍した人です。在野

の思想家･教育家として終始した福

沢から見れば、第一線で活躍をして、

台閣に列したり爵位を得ることは

晩節を汚すものじゃないかと問責

するのです。それに対して勝海舟

が切り返した言葉があります。「行

蔵は我に存す。毀誉は他人の主張、

我に与からず、我に関せずと存じ候」

です。これは私にとって強烈な言葉

でした。サラリーマンである今でも、

自分の哲学だと感じています。

学長�それは、「なすべきことを、なした

るのみ（しなければならないことをし

ただけです）」（ルカによる福音書第17

章10節）という聖書の言葉そのもの

ですね。

和田�自分は、会社のためにいいと

思うこと、あるいはよしと思うことを

行う。すなわち、行動の選択をするの

は自分自身だということです。その結

果として、課長や部長の職を他人

が与えてくれる。自分から望んだも

のではないということです。そのよう

な気持ちで仕事をすればいいと思っ

ております。

司会�本日はお忙しい中、お時間を

いただきましてありがとうございま

した。和田さんの今後ますますのご

活躍を祈念申し上げます。

�国内121校の私立大学が加

盟する（社）日本私立大学連

盟が、今年、創立50周年を迎

えます｡それを記念する事業

の一つとして、9月28日（金）

13時30分～17時00分に仙台

ガーデンパレスを会場として、

『市民公開講座』が開催され

ます｡

�｢21世紀における私立大学の

役割｣（仮題）というテーマを

もとに、教育立国日本の実現

のために、私立大学が今後ど

のような役割を果たさなけ

ればならないのかを、市民の

皆さんと一緒に考えていき

たいと思います｡

【問い合わせ先】

東北学院大学総務部調査企画課

TEL.022-264-6424
FAX.022-264-3030

E-mail：
c.kikaku@staff.tohoku-gakuin.ac.jp

�東北学院大学経済学部公開

講義が、高等教育ネットワーク・

仙台との共催で、5月から6月

にかけて開催されました｡「近

現代仙台の経済と市民生活」

という共通テーマのもと、6

名の講師により様々な角度

から開府400年を迎えた仙台

の昨今について講義が行われ、

多くの市民や学生たちが熱

心に耳を傾けていました。

東京海上火災保険（株）本店にて



�世紀の変わり目に登場したITとい

う言葉は、IT革命、IT戦略等々、その

影響力の大きさを予感させます。そ

もそもITはInformation� Technology

（注1）の略ですが、現在コンピュー

タとネットワークを統合した実体（例

えばInternet）とそれを利用したも

のすべてを含めて使われているよ

うに思われます。

�1960年代に知識共有と危機分散を

目的に提唱されたコンピュータネ

ットワークは、パソコンの進歩とネ

ットワークの拡充により、今や広範

囲に分散する知識の巨大な塊と化し、

ボーダレスな環境を提供するグロ

ーバル（地球規模）なネットワーク

として、我々のごく身近に存在する

ものになったわけです。インターネ

ットを百科事典的に利用すること

が日常茶飯事となってきており、E

コマース（注2）等、従来の経済社会

を変革するものとして第3次産業革

命と位置付ける人もいます。CG（Computer�

Graphics）、バーチャルシステムなど

に関わるアプリケーションソフト

の進歩と相まって、文字、音声、静止

画、動画等の面での創造活動とそれ

らの情報のグローバルな配信は、芸

術文化の領域にも大きな変革を生

みつつあります。教育においてもIT

を活用した授業等の試行例が数多

く報告されており、時間と空間の制

限のない環境を提供するITを活用

した遠隔教育の試みも始まってい

ます。また、データベースに蓄積さ

れた講義をオンデマンド（注3）で随

時受講するシステムも提案されて

おり、生涯教育と相まって自宅で講

義を受けることの可能な日も近い

と予想されます。

�ところで、このような時代の流れ

の中にあって、本学が従前より情報

処理教育に力を注いできたことは

ご承知のとおりです。各キャンパス

の情報処理センターを中心に、情報

処理教育設備が、最新の情報処理教

育に支障がないよう配備されており、

その規模は東北屈指のものです。ま

た、カリキュラム上では、昨年度か

らスタートした新カリキュラムの

中に、全学的に情報処理の基礎教育

を意図した科目（文学部と法学部「コ

ンピュータ科学」、経済学科「情報リ

テラシー」、経営学科「情報処理概論」、

教養学部「基礎コンピュータ」、工学

部「コンピュータ基礎」など）が導入

され、在学生は一様に情報処理の基

本を身に付けることになりました。

また、これら3キャンパスの情報処

理センターは、専用回線で接続され、

有機的に活用される環境となって

います。また、学外のネットワーク

にも接続され、現在ではメール交換

はもちろん、インターネットの利用

（ホームページの閲覧検索等）が行

われ、研究教育はもとより、就職活

動等にも広く活用されています。今

後、ネットワークについては、動画像

伝送が十分行えるよう、さらに性能

向上を図ることが計画されています。

�一方、現在、小学校、中学校、高等学

校での情報教育については、設備の

拡充が計られIT基本法構想のもと

に拍車がかかるものと予想されます。

また、高等学校教育では、平成15年4

月から教科「情報」の導入が開始さ

れます。そこでは、情報活用の実践

力を高めること、情報の科学的な理

解を深めること、情報社会に参画す

る態度を育成することが盛り込ま

れています。平成18年度からは、こ

の「情報」の教育を終えた学生が入

学してくることになります。これに

対して、大学での教育の内容･方法等

については、今から準備を進めるべ

きでしょう。

�ITはある意味で諸刃の剣でもあり

ます。利用する者の社会的倫理観･正

義感が欠如することはゆるされま

せん。いわゆる情報倫理の重要性は

忘れてはなりませんし、これに関連

した教育が十分になされなければ

なりません。また、大学は広義のデ

ジタルデバイド（注4）を生むことな

く、教育･研究をより効果的に進めう

るよう今後も情報通信インフラの

整備とその活用を率先して行う必

要があり、近隣社会へのサービスも

求められるでしょう。

�IT革命、それは極端に効率を追求

し性能の優劣がそのまま存否に反

映される結果となる方向に向かっ

ていると言えるでしょう。しかもこ

れがグローバルで起こりつつあり

ます。このように技術の進歩による

変革が迫られた状況の中にあって、

これからの若者は生き抜いていか

なければなりませんが、立派な人格

をもち、社会性を身に付け、人間性

豊かで社会に寄与できる人間の育

成こそが、あらためて求められるの

ではないでしょうか。今本学が何を

なすべきか、大いに議論を進めなけ

ればなりません。

（注1）情報技術あるいは情報通信技術

（注2）電子商取引

（注3）パソコン等でユーザの要求する画����

　　�像や音声を提供するサービス形態

（注4）情報の知識･技術を持つ者と持た�������

　����ない者との格差

�情報技術（IT:Information�Technology）

は私たちの生活と深くかかわるよう

になってきました。私たちの未来はIT

をどのように活用するかによって決

まると言っても過言ではありません。

先人は石を砕き刃物を生み出し、

それを道具として進化させ、道具

を使いこなすことで現在の文明を築

き上げました。先人と同様に私た

ちはコンピュータを道具として活用

することで新しい社会を創出する

ことになります。情報教育に求めら

れることは、ITについての理解と、社

会とITとの関係についての理解を

深めることにあります。情報教育

の目的を一言で表現するならば、

ITを活用し新しい社会に参画でき

る市民の育成となります。

�ところで、私たちは正しくITと接し

ているのでしょうか。近年コンピュー

タを操作することを趣味とする若

者が増加しています。コンピュータは

道具であり、道具は不必要に利用す

べきではありません。また、道具を

使うことを目的にしてはいけません。

何のために道具を使うのかを明確に

すべきです。料理人は包丁を道具と

して扱います。しかし、包丁だけが使

えても料理は作れません。料理教

室で包丁の使い方を学ぶことは重

要ですが、包丁教室で包丁の使い方

を学んでもそのことに意義を見出せ

ません。現在の情報教育の

現場では操作指導に重点が

置かれ、コンピュータ教室（包

丁教室）との表現が一般化

していることに疑問を感じ

ます。また、道具は使い方を

誤ると凶器となり人に危害

を与えることを忘れてはいけ

ません。道具は適切な場所で、

適切な利用が求められます。

さらに、コンピュータはネットワーク

化することで道具から環境へと進化

していきます。私たちを包み込む情

報環境としての理解が必要になりま

す。工学は道具を進化させ、適切に

配置し、環境整備をする役目を担っ

ています。そのため、工学における情

報教育では私たちの生活の営みに

基礎を置き、道具を理解し、道具を

創造し、安全にそして効果的に活用

できる市民としての技術者育成に

努めなければなりません。



　職場の同僚に、大学院の社会人学生としてヨーロッパ文化史を学ん

でいる人がいまして、「そういう道もあるんだ」と思いました。ちょう

ど、５年勤めた民間企業から地方公務員に転職して、時間的な余裕が

生まれたところで、「何かやってみたい」という気持ちはありましたし、

その頃、雑誌や新聞などで社会人学生を扱った記事をよく目にしたの

も手伝って、私も一歩踏み出してみようと思ったのです。

　商法です。私は地方公務員ですから、教授からは「なぜ商法なのか。

仕事にどう生かすのか」と聞かれることがあります。しかし、私は公務

員という職業はサービス業だと思っています。実際に、『自治体の運営』

から『自治体の経営』へと表現も変わってきています。業務に役立つ行

政法を学んでいる人は既にたくさんいますが、商法という司法の分野

から物を考えられる人間というのはまだ少ないと思い、また、そうい

う職員が一人ぐらいいてもいいのでは、と考えたからです。

　『自分自身の知識を増やすチャンス』に出会えたので、こういった制

度が設けられたことは大変すばらしいことだと思います。もっと多く

の人が私のようなチャンスに出会えるよう、この制度を広くPRしてほ

しいです。特にホームページは、知りたい情報をつかむ“情報源”にな

ってきていますので、より充実した内容を掲載してほしいと思います。

　職場の同僚の理解は必要ですが、木曜日の一番遅い６時間目の授業

と、あとは全て土曜日の授業でカリキュラムが組めているので、特に

仕事への影響はありません。

　大学院で勉強してみて、今まで意識していなかった言葉の意味や文

章のつながりというものを意識するようになりました。また、物の考

え方も、今までは「きっとこうでしょう」というように感覚的に考えて

いたのですが、「こういう考え方もあるのでは」と、様々な面から考え、

理解するということができるようになりました。このような知識や技

術は、公務員に限らず、どのような職業でも役に立つと思います。

　大学院に入ろうか（進もうか）どうしようかと迷っている人に、「最初

の一歩を踏み出せば、結構何でもやれるものだよ」と言いたいですね。

迷うときに、よく考えてみるのは当然のことですが、その後に一歩行動を

することが大切。その一歩が踏み出せれば、世界は広がると思います。

大山�貴之さん
大学院法学研究科法律学専攻博士課程前期課程2年

平成5年3月��東北学院大学法学部法律学科卒業
職業��地方公務員 　「大学ってどんなところ？」そ

んな皆さんに是非参加していた

だきたいのが、8月3日（金）に泉

キャンパスと多賀城キャンパス

で開催される『オープンキャン

パス』です。入学、授業、サークル、

就職などの各種説明や、最新の

設備を備えた図書館、オーディオ･

ヴィジュアルセンター、情報処

理センターなどを自由に見学し、

また直接触れることもできます。

「いったい大学生はどんな昼食

をとってるの？」という食欲旺

盛な方には、その食堂で実際に

お昼を食べてみるのはいかがで

すか？

　高校生はもちろん、一般の方々

も自由に参加できる『オープン

キャンパス』、興味を持った方は、

下記の窓口まで今すぐお問い合

わせください！

【問い合わせ先】

東北学院大学総務部調査企画課

TEL.022-264-6424
FAX.022-264-3030

E-mail：
c.kikaku@staff.tohoku-gakuin.ac.jp



��本学に赴任して5年。この間、私の

ゼミでは一貫して、仙台及び東北地

域を対象として、「地域の魅力を探る」

ことをテーマに、学生たちとともに

調査・研究活動を行ってきました。

この度、本誌からのご依頼により、

あらためて当ゼミのささやかな軌

跡を振り返り、ゼミ活動における地

域社会との連携や成果還元の方法

と課題を考えてみたいと思います。

�最初の1998年度のゼミ(学生12名)

は、仙台市河原町を研究対象としま

した。まず通りに面した家を1軒ご

とに描いた町並み絵図、題して「歩

いて調べた河原町今昔マップ」を作

成、店舗の構成や現状を把握しまし

た。さらに地元の歴史や現状に詳し

い数人の方々には聞き取り調査を、

また商店にはアンケート調査を実

施して、河原町の歴史と文化、商店

街の現状を把握しました。その過程

で、河原町において藩政時代からの

伝統を有する五軒茶屋の存在がク

ローズアップされてきました。さら

に五軒茶屋の生き証人であり、「さ

んさ時雨」の最終伝承者でもある高

橋みつさんが、茂庭の養護施設にい

らっしゃることを知り、インタビュ

ーをさせてもらいました。(その後

しばらくして、みつさんはご逝去さ

れました)。さらに河原町商店街振

興組合の鹿野さん(洋品店経営)の

ご提案を受けて、現実にある空店舗

の活用方法について、学生たちなり

の感性で提案させていただくこと

になり、「遊んで学べる駄菓子屋空間、

なつかし横丁・河原茶屋」の構想が

生まれました。それを裏付けるため、

仙台における駄菓子屋の分布と現状、

さらには日本の駄菓子の製造流通

過程の研究もなされました。また実

際に河原茶屋の設計素案、及び収支

予測シュミレーションも行いました。

こうしてまとまったプランは、1999

年2月20日、河原町の南仙台振興ビル

2階会議室で行った「河原町のにぎ

わい拠点づくり計画・報告会」にお

いて発表することになりました。地

元からも50人ほどの参加を得て、さ

らにマスコミの取材もあって、テレ

ビや新聞で報道されました。(写真1)

� �1999年度のゼミ(学生14名)では、

仙台市国分町を研究対象としました。

仙台市民なら国分町を知らない人

はいないでしょうが、その全貌を知

っているという人もまた、あまりい

ないのではないでしょうか。そこで

まず全体像を把握するため、全員で

手分けして、国分町1丁目から3丁目

までの全ての店舗に対して外面調

査を行い、1軒ごとのデータベース

を作成しました。ちなみに国分町に

あった店舗総数は2,573軒(そのうち、

スナック・バー・居酒屋などの呑み

屋が1,666軒、レストラン・寿司屋・そ

ば屋・ラーメン屋・喫茶店などの飲

食店が195軒、オフィスが466件)でし

た。さらにこのデータベースをもと

に、業種別店舗の分布図を作成した

ほか、バーのオーナー・店長・ママ・ホ

ステスへの聞き取り、「国分町にみ

る看板の研究」、「風俗営業の許認可

について」、「国分町ラーメン考」など

の個別テーマの研究を行い、国分町

の実態を多面的に解明し、報告書『仙

台歓楽街・国分町の研究』にまとめ

ました。

� �2000年度のゼミ(学生13名)では、

福島県いわき市の古湊地区を研究

対象としました。いわき市(地域振

興課)では、市内外の大学ゼミがい

わき市を調査対象として研究活動

を行う場合、調査費の一部を援助す

るいわゆる「セミナーランド」事業

を行っており、この年、当ゼミが応

募した調査計画が採択されたこと

がきっかけになりました。まずは東

北太平洋岸で古い商港・漁港であっ

た小名浜の発祥の地である「古湊地

区」を研究対象として、可能な限り

綿密な聞取り調査を行うことにし

ました。当地区の中心にある浄光院

の住職さんの全面的なご協力を得

られたこともあって、この地に長く

住んでいる60歳から90歳までの14人

の方々に対して、詳細な聞取りを行

うことができ、その結果、戦前・戦中・

戦後にわたる当地の商いや生活が

鮮明に甦ってきました。今は普通の

たたずまいを見せる町並みのなかに、

実に様々な出来事があったこと、そ

れを記憶する人たちがここに静か

に暮らしていることに学生たちは

驚かされました。こうした聞き取り

をもとに、商港・漁港、トテ馬車と軌道、

諏訪神社の祭礼、古地図から見た町

並み復元などの研究がなされました。

これらの成果は、2001年3月4日、現地・

浄光院の本堂で行われた報告会「歩

いて聞いて調べました、いわき市小

名浜古湊区の商いと暮らしの記憶」

において発表しましたが、地元の人

たち40人ほどが参加してくれました。

終了後、出席されたいわき市地域振

興課長から、大変感激したというお

褒めの言葉もいただきました。(写

真2・3)

�以上3年間にわたるゼミを通して、

学生たちは、自分たちの足で歩き、

目で見て耳で聞いて肌で感じ、地元

の人たちと様々に触れあうなかで、

次第に地域に目を向けることのお

もしろさ、その意味に目を開かれて

いったようです。今日、マスメディ

アから流されてくるのは、圧倒的に

中央の情報です。そうした流れに逆

らいながら、地域に目を向け、地域

固有の価値を見いだすことは、ます

ます難しくなっているといえるで

しょう。特にテレビの影響を受けや

すい若者は、東京のどこにどういう

流行の店があることなどは、異様な

ほどよく知っていても、一方で自分

たちの足元にどんな魅力があるの

かは、知らないし関心もない人が多

いように思います。そもそも地方や

地域に魅力などない、と思い込んで

いる場合さえあるようです。しかし

本来、自分たちの生活を豊かにして

いくのは、足元の地域の情報であり、

遠い東京の情報ばかりではないは

ずです。何もないと思い込んでいた

地元や地域に、踏み込んで調べてい

くうちに、どんなところにも人間の

営みがある限り、おもしろさがあり

魅力もあるのだという、あたりまえ

のことに改めて気付いていくこと、

そしてそれを発見していく情熱と

方法を身に付けていくこと、これが

このゼミの目的の一つだと思って

います。

�さて今年の4年生の研究対象は、塩

釜に決まりました。5月には1回目の

現地の予備調査が行われました。歴

史と文化、そして古くからの商業が

息づく町として、塩釜の調査もまた、

私たちに多くの実りをもたらして

くれることでしょう。そのためにも、

これまで斎藤ゼミが培ってきた地

域研究の経験を最大限に活用し、ゼ

ミをあげて全力で調査に臨みたい

と思っています。

写真２

写真２

写真1平成１１年２月２３日�河北新報夕刊

資料提供：河北新報社



�長らく死蔵されていた渡辺禎雄

氏の版画が、昨年の秋より土樋キャ

ンパス教育管理棟（8号館）に展示

されています。あれだけの作品を

どうして入手できたのだろうかと渡

辺禎雄氏の名をご存知の方は驚

かれたのではないでしょうか。

�版画家渡辺禎雄氏のプロフィー

ルを教文館出版『キリスト教大辞典』

によってまず紹介します。

�������

渡辺禎雄

型染版画家�

1913（大正2）.7.7� 東京に生れる。

1941年芹沢 介に師事、型染版画

に取り組む。

47年『ルツ物語』で第1回日本民芸

館賞を受賞、翌年同作品で国画賞

を受賞。

56年『うづらを捕る少女』で日本

版画院学芸賞を受賞。

58年ニューヨークのセント･ジェ

イムズ教会主催の〈現代日本版画展〉

に『青銅の蛇』、

62年東京国際版画ビエンナーレ

展に『羊飼い』、『星を見る羊飼い』

を出品。

69年国画会会員になる。

69年以降アメリカに招かれ、大学

で版画実技を教え、個展を開く。

日本の伝統的な型染めの技法を

駆使した版画と聖書の題材との

間に独特の表現を作り出し、世界

的な評価を得る。

他の作品に『ヨナ』（1959）、『洗足』

（1962）、『エジプトへの逃避』（1967）、

『ノアのはこぶね』（1972）、『エル

サレム入場』（1974）、『十字架を

負うキリスト』（1978）など多数

がある。

日本民芸館、国立近代美術館、ニュー

ヨーク･モダン美術館、ボストン美

術館、バチカン美術館に作品が収

蔵されている。

�このような版画家の作品を多数

寄贈されたのは、1962（昭和37）年

から1967（昭和42）年まで、本学の

教授としてキリスト教学を担当

されたR･ノーサップ先生です。先

生は帰国に際して、何点かの洋画

とともに、これらの作品を本学に

残されたのです。

� そのほか、8号館には、本学経済

学科1972（昭和47）年卒渡辺総一氏

の、ヨハネの黙示録第5章をモチー

フとする「讃美」が展示されてい

ます（氏の詳しい紹介は本誌次号で）。

渡辺総一氏は卒業後企業に勤務、

志を立ててお茶の水美術院に学

ばれ、今日、日本キリスト教美術を

代表する一人として活躍しています。

昨年ドイツ・ハノーファーにおけ

る万国博覧会で、能の上演ととも

に現代日本のキリスト教芸術を

紹介する機会を与えられています。

�また、本学には本誌（第3号）でお

伝えした田中忠雄画伯の｢聖堂の

オルガニスト｣が院長室に置かれ

ています。

�欧米はもちろん韓国や中国の大

学を訪ねた方は、規模の大小はと

もかくとして、大学博物館ともい

うべきものをご覧になったこと

がおありでしょう。大学の知的遺

産としていか程かの造型美術を、

本学も所有し、いつの日か、それ

らを、既に所有している史学科の

考古学･民俗学の資料とともに常

時展示したいものです。創立115

年記念にオープンした｢東北学院

資料室｣は、その一歩になるかも知

れません。

渡辺禎雄氏�版画 渡辺総一氏�油絵



�

　学問研究の国際化で特に強調

されるのは、外国留学でしょう。

確かに、留学先で指導を受け文献

や資料を読みつつ現地を直接観

察することは、理解が数段早まる

に違いありません。文学研究科に

学ぶ学生はとりわけその必要性

があります。しかし、院生が誰で

も外国で研究するというわけに

はいきません。経済的な問題を別

としても、現地の方々と会話や議

論を行うには、事前によほどの訓

練が必要です。

�ヨーロッパ文化史専攻では、昨

年度に文部科学省と大学当局の

援助を得て、欧米諸大学が最近博

士の学位を授与した歴史学関係

の論文3,200点余りを購入しました。

今年度も数百点の博士論文を購

入する予定です。利用目的は多様

でありますが、差し当たって外国

で研究する機会を持たない院生

にも、自分の研究領域に近い博士

論文を取り上げ検討することに

よって、現地の若手研究者がどの

ような問題に取り組み、その成果

がどの程度の水準にあるかを効

率的に学ぶことができるはずです。

大学内で研究の国際化を目指す

態勢の一環と考えています。

�

　本研究科でも、平成10年度から

博士前期課程において社会人入

学を実施し、昼夜開講制を導入し

ました。予想よりはるかに多い志

望者があり、会計事務所などでの

豊富な実務経験を有するさまざ

まな年齢の方々が入学しました。

このことは、学部卒業後すぐに入

学した若い院生に、"学ぶ"という

姿勢の点で好影響を与え、全体に

緊張感をもたらし、雰囲気を大い

に変えてくれました。そして、平

成11年度には7名、平成12年度には

8名の社会人修士（経済学また商学）

を送り出しましたが、いずれも仕

事を持ちながら修士論文を完成

させたという達成感を抱いて、新

たな意欲に燃えた毎日を送って

いるようです。今また平成13年度

の修了を目指している方々が修

士論文のテーマの提出を終えた

ところです。大学院が、生涯学習

の機会を与える場として、その社

会的要請は一段と高まっています。

�

　本研究科の紀要『法学研究年誌』

第10号が本年3月に刊行されました。

庄子陽子｢『満州国』不承認の法的

根拠に関する一考察｣、菊地康弘｢ア

メリカと日本の監査制度について｣、

近藤牧子｢DNA鑑定の証拠能力と証

明力｣が収められています。

�庄子論文は、｢満州国｣不承認の主

たる根拠を、国家としての自立性

の欠如に求めることにより、従来

の国家承認論研究に一石を投じ

るものです。菊池論文は、法改正

の試みが積み重ねられてきた監

査制度について、監査役と取締役

会内部の監査委員会という監査

機関の並存を立法論として主張

したもの、また、近藤論文は、DNA鑑

定につき、それが誤判の原因にも

なり得ることに留意し、証拠とし

て用いられる条件などを考察し

たものです。以上の3つの論文は

修士論文に手を入れたもの、ある

いは、修士論文の元になったもの

です。

�今号には、『法学研究年誌』が10号

を数えるに至ったことを記念して、

本研究科発足以来の修士論文及

び博士論文の提出者並びに題目

のリストも収録されています。

�

　本研究科の院生たちの多くは、

国内の関係学会で研究発表を行

うのはもちろん、海外での国際会

議の研究発表も増えてきました。

その結果、昨年度は、電気学会東

北支部より、電気工学専攻1年の

山中康弘さんが論文発表賞Bを、2

年の井上哲也さんが優秀論文賞

を受賞し、さらに、電子情報通信

学会東北支部より、2年の牛田裕

人さんが学生表彰を受けました。

また、土木学会より、土木工学専

攻2年の斎藤公利さんが優秀講演

者賞を受賞しました。

�

　この3月には、37名が修士（工学）

の学位を取得しました。

�今年度、本研究科へ入学した学

生は前期過程31名、後期過程1名で、

在学院生と合わせると、前期過程

69名、後期課程6名、研究生4名、総

計79名が研究と勉学に励んでいます。

�

　本研究科では、平成12年度に3

名の博士学位取得者を送り出し

ました。現在、院生は博士前期課

程〔MC〕18名、博士後期過程〔DC〕15

名（うち社会人14人）のように、後

期課程はほとんどが社会人です。

テーマによっては、朝から夜まで

研究室で研究する人、あるいはE-

mailかFaxで進行状況を報告して

指導を受ける人、1～2か月に1回

の割合で個別指導を受ける人と

条件に応じてさまざまです。出身

学部もさまざまですので、専門研

究の前段階での学習に苦労する

こともあります。したがって、論

文の完成は、後期3年間でとは願

っていますが、実際は4～5年かけ

て完成することもあります。学位

授与式の後は関係者一同心から

喜び安堵します。四月に入り、ま

た次の院生の指導に取り組み始

めました。今年度も一人でも多く

の博士の誕生を期待しています。



�本学部史学科の教員が、学内図

書費や科学研究費などによって

集積してきた図書資料･実習資料

は膨大な量になっています。ただ、

これらの資料は分野ごとに設置

状態も検索方法もまちまちで、分

野相互の有機的な使用が難しい

状況となっているのも事実です。

�本年度、『地域資料の総合的整理

とデータベース化』という研究課

題で私立学校振興･共済事業団の

助成金を受け、収蔵資料の総合的

再整理に取り組むことになりま

した。特定の地域ごとに、歴史・民

俗・考古・地理など、それぞれに不

統一であった資料を関連統一的

な方式でもって収蔵し直し、でき

れば共通の使用が可能な検索シ

ステムをつくりたいと考えています。

　仙台圏地域の紀伝資料・民俗資

料・資源資料の総合的整理、東北

アジア北海道地域の民族資料･交

易資料･気象資料の総合的整理、東

アジア南部地域の考古資料･農業

資料･環境資料の総合的整理など

が主な課題ですが、アジア文化史

専攻客員教授の王禹浪（オウ� ウ

ロウ）先生・史学科客員研究員の

張永江（チョウ�エイコウ）先生に

も、もちろん協力をお願いするつ

もりです。

�中国黒龍江省の省都ハルピンと

いえば、異国情緒あふれた美しい

町並みがいやがうえにも旅情を

かきたてますが、"ハルピン"とい

う語音の響きにも何かしらゆか

しいものがあります。現代中国語

音ha-er-bin（ハアルピン）とは、もと

もとどんな意味なのでしょうか。

�アジア文化史専攻客員教授王禹

浪先生（ハルピン市社会科学院）は、

最近この問題に新しい学説を提

示しました。十年以上にも及ぶ言

語学･民俗学･考古学･神話学各方面

からの研究の結果、王先生が出し

た結論は、｢ハルピンの語源は、中

国北方に金という王朝を開いた

ツングース系女真族の言語"哈児

温ha-er-wenハルウン"であって、

それは天鵞（白鳥）のことであり、

女真族の人々が白鳥のことをハ

ルウンと呼んだのは、"galuwun（ガ

ルウン）"という白鳥の鳴き声か

らとったのである｣というものです。

�王先生の新説が公表されると、

ハルピン市民は大騒ぎになりました。

ついには市政府が関係者を集めて、

この説をハルピン市公認のものと

するかどうか協議する事態になっ

たそうです。ハルピンの観光案内な

どには、いずれこの説が載せられる

ことになるでしょう。

�王先生自身は、自説はまだまだ

百パーセント確実ではないと謙遜

されていますが、その研究を集約し

た近著『哈爾濱地名含義掲秘』（哈

爾濱出版社2001年）は、歴史研究

のお手本にしたいような力作で、先

生の学説を批判するのは容易で

はないと思います。

�それにしても、ハルピンが実は

白鳥のことだというのは、これもま

たゆかしいではありませんか。ハ

ルピンに散在する湖には毎年多

くの白鳥が飛来するそうです。ハ

ルピンを是非訪れてみたい。旅情

はさらにかき立てられます。

先生の著作が取り上げている
白鳥の形をした金代の玉製かんむりどめ



�昨年度から、日本弁護士連合会

も関係している団体が主催する「法

学検定試験」が始まりました。こ

の試験は、4級から1級までの段階

に区分されており、受験者の法的

知識・能力を全国共通の基準で示

そうというものです。これは、誠

に画期的なことです。

�もちろん、この試験で「真の実力」

がすべて測れるわけではありま

せんし、器用な学生が得をする、

偏差値の違いが反映されるだけ、

といった批判もあります。しかし、

批判や限界はあっても、この試験

で示される「実力」には大きな意

味があります。一人ひとりの法学

部生が入学後に勉強した成果が、

在籍大学を超えた全国レベルの

共通基準で証明されるからです。

�ところで、上に述べたような特

質を持つ「法学検定試験」の結果は、

個々の学生の努力だけではなく、

それぞれの法学部の「教育の実力」

をも表すと言えるでしょう。法学

部スタッフが、これまで以上に教

育に力を入れようと決意してい

るのもこのためです。

�ただし、受験する学生があまり

にも少なければ、この試験の特徴

が生かせません。そこで法学部と

しては、多くの学生の受験を促す

ため、自分の大学を会場として受

験できる「団体受験」に是非参加

したいと考えていますが、早朝か

ら使用できる施設の確保が難し

いため、まだ実現していません。

法学部は、より一層の熱意と工夫

を持って学生の教育に取り組む

と同時に、「法学検定試験」の「団

体受験」を推進していくつもりです。

米国法律出版史
�最近はアメリカの法律出版社の研

究をしています。アメリカは判例法の

国であるといわれますが、その判例

を広く国民に知らせることについて多

大な貢献をなした出版社の役割につ

いてはほとんど見過ごされてきました。

それを明らかにすると同時に、出版

のあり方がアメリカ法に与えた影響

というものについても考えています。

そうした視点からアメリカ法の歴史

を概観すれば、これまでとは異なる

アメリカ法史が書けるのではないか

と思っています。

��商学科は、本年4月から、その学

科名を経営学科へ改称しました。�

東北学院の歴史を振り返ると、商

学科は、複合学部だった「文経学部」

が「文学部」と「経済学部」とに分

離された1964(昭和39)年に発足し

ています。当時の「商学科」の主要

専門科目の構成は、商学系9科目、

経営学系6科目、会計学系6科目で

した。それから40年近い歳月を経

た今日、私たちの学科のカリキュ

ラムの内容は大幅に拡充され、主

要専門科目の構成は商学系13科目、

経営学系16科目、会計学系14科目

となっています。専門科目数の増

加と、経営学系の科目数の顕著な

伸びは、社会科学全般の専門化・

細分化の進展と、経営学系の学問

の台頭、並びに、その重要性の増

大を反映するものです。近年にお

ける経営諸科学の急速な発展と

ともに、私たちの学科も自己変革

を遂げてきたのであり、その結果が、

カリキュラム上に現れているのです。

�今回の学科名の改称によって、

学科の教科課程の実態と学科の

名称との隔たりは解消されたこ

とになり、今後の改革の主な課題は、

現行カリキュラムに即した講義

内容の一層の充実という点へ移

行します。情報処理専門科目や国

際経営専門科目の充実はもちろ

んのこと、地域の経済社会に密着

した実践的学習の場の提供にも

努力する必要があるでしょう。21

世紀という変革の時代にふさわ

しい高度の知識と能力を備えた

人材を養成するために、私たちは

これからもさまざまな改革を進

めていきます。

東北経済の変化
�昨年6月、大学設置50周年を記念す

る国際シンポジウムを開催しました

が、私も発表の機会が与えられました。

�その内容は、1970年代以降の東北産

業構造の変化を分析したものです。

東北経済は農業が従前より主要な

産業ですが、この観察期間では製造

業とサービス産業(公務を含む)が大

きい伸びを示しています。製造業で

は特に電気・電子機器生産額の伸び

が大きいにもかかわらず、従業員は減

少しており、全国平均に比べ東北の生

産性が大きく上昇しています。他の

地域との関連(地域間投入産出構造)

でこれをみると、東北経済はとりわけ

国内では関東、国際的にはアジアと

の産業連関効果が大きく、今日、東北

経済は電気・電子機器生産のフロン

トヤード(前庭)となっています。



��3月16日に工学部を会場として、

宮城産業人クラブ、みやぎ工業会、

みやぎ産業振興機構、雇用・能力

開発機構宮城センターと共催で「産

学共同推進懇話会」が開催され、

企業側から30名の出席がありま

した。山城みやぎ工業会副会長と

中鉢工学部長がそれぞれ同工業

会と工学部の概要の説明を行っ

た後、各学科長により4学科の紹

介が行われました。その後、4班に

別れて2時間ほどかけて各学科の

主要設備を見学しました。また、場

所を移して懇親会が行われました。

近年、大学等から生じた研究成果

の産業界への技術移転を促進す

るTLO(Technology� Licensing� Organization)

などが設立されていることから、本学

においても今後このような取り組み

が活発に行われることが望まれます。

�3月18日から3泊4日の日程で、韓

国デブル大学の李総長の招きに

より、中鉢工学部長他3名の機械

工学科の教員が同大学を表敬訪

問し歓迎を受けました。同大学は

韓国南西部の木浦市郊外の小高

い丘の上にあり、教員の平均年令

が38歳という非常に若い活気に

満ちた大学です。日本の大学で学

位を取得した教員が多く、非常に

友好的な雰囲気の中で交流を深

めることができました。同大学とは、

前年度で退職された機械工学科

の佐藤恭三先生と同大学の高先

生が、3年前から熱心に共同研究

を行いながら今日にまで交流を

深めてきた経緯があり、昨年も3

名の教員と3名の学生が約1か月

にわたり、本学工学部で共同研究

を行いました。共同研究の領域も徐々

に広がってきており、今後、交流

が一段と深まり、大きな研究成果

が得られることが期待されます。

�言語文化専攻には、かねてより語

学教育検討委員会という組織が

あり、本専攻の特色を生かした語

学教育のあり方をさまざまな側面

から模索してきました。この度日

本私立学校振興・共済事業団から

の補助金を得て(内定)、本委員会

のメンバーを中心に、WWW(インター

ネット)を用いた語学学習システム

の構築に着手することになりました。

�語学の学習では、読む、書く、聞く、

話すといった能力を総合的に養っ

ていくことが重要です。しかしそう

した総合的な力を下支えするのは、

語彙力や基本的な文法の知識で

あることもまた事実です。こうした

基礎的知識の習得の一端をWWWに

担わせようというのが、本プロジェ

クトの基本的なコンセプトです。

�まず始めに、英、独、仏、中の各言

語ごとに、語彙、熟語、ディクテー

ション、文法等にかかわる問題を可

能なかぎり広範囲に、体系的に作

成していきます。次にこれらの問題

を、難易度、あるいは文法の進度

ごとに再編し、段階別ドリル学習

の形でWeb上に展開していきます。

学習者は自らのIDとパスワードを

使ってWebにアクセスし、最下位の

レベルから問題を解いていきます。

そのレベルに習熟したら次のレベ

ルに、そしてまた次のレベルにとい

う具合に学習が進んでいき、知ら

ずしらずのうちに語学力を身に付

けられる仕組みになっています。

�このシステムの大きな特徴は、イ

ンターネットに接続できる環境さ

えあれば、OSに依存せずに学習に取

り組めるということ。そして個人の

学習履歴を一括して管理すること

によって、学習者は自分の能力や進

度に応じた問題に、常に意欲を保ち

ながらチャレンジすることができ

るということです。

�着手したばかりのプロジェクトで

はありますが、将来的にはインター

ネットのメリットを生かして、公開

授業や生涯教育等も視野に入れて

いきたいと考えています。完成した

際には学生諸君のみならず、学内

外関係者の忌憚のないご批評を

いただければ幸いです。

「子供の時に感動体験
���-創造活動環境の整備-」
�教材ロボット「梵天丸」を筆者が

開発し、産学官民による市民活動

として子供たちを対象にロボット

工作教室とロボコンJr.を開催して

きました。仙台市科学館を拠点に

教室は百回を超え、4千台の梵天丸

が子供たちの手に渡りました。自

作のロボットが動いた時、子供た

ちは歓喜し瞳を輝かせます。海外

から問い合わせや視察もありまし

た。ものづくり離れは国際的な問題

であることを再認識します。ロボコ

ンJr.はロボット創造国際競技大会

の公認競技として認定されました。

社会学の合理的選択理論の研究
�合理的選択理論は、経済学のモデ

ルを社会学や政治学の対象の分析

や説明に適用する立場です。社会学

は、経済学に対する独自性を自らの

学問のアイデンティティの根拠とし

てきただけに、合理的選択理論を受

け入れることは、社会学が経済学の

植民地になるものと警戒感が強い

のです。しかし、合理的選択から社

会学の対象を分析したり説明する

ことによって斬新な認識を持ったり、

予測によって問題を制御する展望

も開けてきます。何より、社会科学

の統一が望めるのです。その金字塔

ともいえる訳書に取り組み、刊行を

目前にしています。

�10月13日㈯、土樋キャン

パスを会場に、同窓生相互

の親睦や現役学生との交流、

また同窓生と大学の絆を

より深めていただくために、

ホームカミングデー〔同窓

祭〕を開催します。ご招待

者は、卒業後20年目、30年目、

40年目、50年目の方々です。

詳細は、東北学院時報でお

知らせするとともに、ご招

待者の方々には、直接ご案

内します。当日は、記念礼

拝や講演会、パイプオルガ

ンコンサートなどを企画

しており、大学祭も同日開

催されます。ご学友の方々

との再会や現役学生の姿

を通して、当時を振り返っ

ていただければと思います。

昨年のホームカミングデー[同窓会]の昼食会風景



『東北学院英学史年報第22号』　　
英語英文学研究所

�本研究所の継続事業の一つに、『東北

学院英学史年報』の発行があります。

既に、22号を数えています。これは、仙

台神学校時代から専門学校時代、中学

高等学校から大学までの東北学院全

般にわたる英学の歴史を担った人々

やその働きを紹介・記録しているもの

です。

�英学というのは、一般には「蘭学・南

蛮学に対して用いる英語に関する学問」

や「英語・英米文学、またはイギリス・

アメリカに関する学問」という意味で

使われています。東北学院の英学は、

英語・英米文学の研究や教育を通して、

建学の精神がどのように継承されて

きたかという視点からも評価するこ

とができます。

�今号では、東北学院専門学校英文科

出身のジャーナリスト京極昭氏に、東

北学院出身者としてのジャーナリス

トの生涯を振り返っていただきました。

また、独特の教授法で生徒を魅了した

恩師月浦利雄校長との出会い、人柄と

教育観、先生のエピソードなどの思い

出を、教え子である3人の現職教員に

語っていただき、授業風景の再現もし

ていただきました。

�現在、大学ESSの学生の英語劇上演の

歴史をたどろうとして史料を収集し

ているところです。ロバート・ゲルハ

ード先生指導の下に、1950年には「ヴェ

ニスの商人」を市公会堂のこけら落と

しに上演しています。是非、記録に残

したいと思っています。先日、デンマ

ーク在住で同時通訳者として国際的

に活躍しているカズエ・アンデルセン

氏（1960年英文学科卒）が本学を訪問さ

れ、1956年労働会館で上演したCome�

Back,�Little�Shebaのポスターと写真な

どの資料をわざわざ届けてくださいました。

�多くの方々の史料の提供をお待ちして

いますので、ご協力をお願いいたします。

問い合わせ先�英語英文学研究所
TEL�022-264-6401

新しい図書館システムの紹介
平成8年度に東北学院大学図書館シス

テム「GAINS（Gakuin� Academic� Infor-

mation� Network� System）」がスタート

して5年が経過しましたが、この4月から、

新しい図書館システムが稼動運用を

開始しています。旧システムと新シス

テムの相違点はいくつかあげられます。

前システムの運用経験を生かした各

業務メニューのバージョンアップや、

情報関連機器の急激な進歩により廉

価で高性能なマシーンの採用が可能

になったこと、また、OS（Operation�System）

の切り替えなどにより、前システムに

比べ約5倍から6倍の検索速度の向上

が実現されたことです。�検索対象図

書については、中央図書館（土樋キャ

ンパス）、泉キャンパス図書館、多賀城

キャンパス図書館、大学院図書館の4

館全所蔵冊数90万冊のうち50万冊、雑

誌等は16,000種の所蔵情報の検索が可

能です。前システム稼動時より懸案事

項であったデータ未入力図書につい

ては、平成13年度より遡及プロジェク

トを立ち上げ5年以内に入力を完了す

る予定とし、学内で刊行されている論

集・紀要等の論文の検索が可能になる

システムを加え利用者サービスの向

上と、より充実した図書館システムを

目指します。

�また、本学図書館では本学の卒業生

に利用しやすい環境を整備し、定期試

験期間を除き自由に利用できる制度

を設けていますので、お気軽にご相談

ください。

�詳細につきましては、図書館ホームペー

ジ（http://www.lib.tohoku-gakuin.ac.jp/index.html）

をご覧ください。

問い合わせ先　図書館事務室
TEL.022-264-6491

イギリス・アルスター大学との交流
� アルスター大学は、北アイルランド

に4つのキャンパス（Belfast,Coleraine,�

Jordanstown,�Magee�College）を持つ英

国国立総合大学で、40カ国からの留学

生を含め、約21,000人の学生がさまざ

まな分野で勉学に励んでいる、国際色

豊かな大学です。新制アルスター大学

とアルスター工芸学校が合併し、1984

年に現在のアルスター大学が創立され、

人文、商業経済、工学、科学、情報、社会

教育の各学部と大学院のコースや施

設が充実しています。

�本学は、昨年2月に学術交流及び教育

協力、並びに学生交換に関する協定を

締結し、早速昨年8月から、1年間の交換

留学生として1名の学生を派遣しました。

�本学からアルスター大学へ学生を派

遣するのは初めてでしたので、アルス

ター地方の気候・風土について、また

アルスター大学の科目履修等について、

わからないことが多く戸惑うことも

ありましたが、アルスター大学は、日

本からの留学生の受け入れの経験が

豊富で、その体制も確立していました

ので、本学から派遣した学生も、安心

して勉学に励むことができたようです。

�現在、日本国内では、本学のほかにも

5校が互いに学生を交換しています。

日本人の学生はアルスターで英語と

専門科目を学び、アルスターの学生は、

アルスターで2年間日本語を学んだ後、

日本で日本語をそれぞれ1年間（また

は半年）学びます。

�アルスター地方は海岸線が美しく、

緑に囲まれた穏やかな土地で、人も素

朴で親切だとのことです。このように、

すばらしい自然に恵まれ、また、国際

色豊かなアルスター大学と本学との

間で、今後ますます活発な交流が行わ

れていくことでしょう。

国際交流協定校
Ursinus�College�アーサイナス大学（アメリカ）
Franklin�and�Marshall�College�
�������フランクリン・アンド・マーシャル大学（アメリカ）
Fachhochschule�Wiesbaden�ヴィースバーデン大学（ドイツ）
Pyongtaek�University�平澤大学校（韓国）
Nankai�University�南開大学（中国）
University�of�Durham�ダラム大学（イギリス）
University�of�Ulster�アルスター大学（イギリス）

問い合わせ先　国際交流センター事務室
TEL�022-264-6425/6404
E-mail：“ICO＠tscc.tohoku-gakuin.ac.jp”

アルスター大学 OPAC（オンライン総合目録）
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※昼夜開講制の実施により、文学部二部及び経済学部二部は平成12年度より学生の募集
　を停止しています。
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文学研究科（博士課程）

経済学研究科（博士課程）

法学研究科（博士課程）

工学研究科（博士課程）

人間情報学研究科（博士課程）

文学部

経済学部

法学部

工学部

教養学部

文学部二部

経済学部二部

英語英文学専攻

ヨーロッパ文化史専攻

アジア文化史専攻

経済学専攻

法律学専攻

機械工学専攻

電気工学専攻

応用物理学専攻

土木工学専攻

人間情報学専攻

英文学科

キリスト教学科

史学科

�経済学科　　　

�経営学科　　　

法律学科

機械工学科

電気工学科

応用物理学科

土木工学科

教養学科

英文学科

経済学科

英語英文学研究所

キリスト教文化研究所

宗教音楽研究所

東北文化研究所

東北産業経済研究所

経理研究所

社会福祉研究所

法学政治学研究所

教育研究所

環境防災工学研究所

人間情報学研究所

オーディオ・ヴィジュアルセンター

カウンセリングセンター

情報処理センター

教職課程センター

国際交流センター

入学試験センター

中央図書館

工学部分館

泉分館

人間科学専攻

言語文化専攻

情報科学専攻

昼間主コース
夜間主コース

昼間主コース
夜間主コース

�本研究所は、法学・政治学関係

の組織的調査研究とその成果

の社会への還元を目的として、

平成4（1992）年に設立されまし

た。広く社会に開かれた活動の

一環として、5月31日に田中成

明京都大学大学院法学研究科

教授を招き、『現代日本の法と

政治を考える』との演題で学術

講演会を開催しました。また、

研究所員による公開講座は『市

民生活と法』という統一テーマ

で11月に開催されます。

�今般、法学部及び大学院法学

研究科では次のようなシンポ

ジウムを開催することになり

ました。法科大学院問題にご関

心のある方をはじめ、多数の方々

のご来場を歓迎いたします。

（入場無料）。

東北学院大学公開シンポジウム
「地域社会と法曹教育」 
日時:2001（平成13）年7月14日㈯���

　　�14:00～17:00

場所:東北学院大学土樋キャンパス����

　　�8号館5階�押川記念ホール

基調報告�

　東北学院大学法学部・大学院

　法学研究科合同検討委員会

　中村�英（本学法学部教授）

パネル・ディスカッション

　パネリスト（50音順・敬称略）

　桂川��実（河北新報社論説委員）

　官澤�里美（仙台弁護士会・法科大学院����������

　　　　　　　�検討特別委員会副委員長）

　菅原貴与志（全日空法務部部長代理）

　高橋�信吾（七十七銀行監査部副部長���������������

　　　　　　　　　　　　�兼法務課長）

　坪山　��繁（仙台市監査委員）

　鶴沢正三郎（東北福祉大学教授）

　中村�　�英（本学法学部教授）

質疑応答

【問い合わせ先】

東北学院大学法学部・法学研究資料室

TEL.022-264-6406
FAX.022-264-6392
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�本年度の企業の採用活動は､早期

化の傾向に更に拍車がかかって､3

年次の春休みには本格的な選考段

階に入る企業もあらわれています｡

しかも､4年次に進級しない段階で

の内内定獲得という情報が入って

きています｡日経連･東京経営者協会

の実施した新卒者採用に関するア

ンケート調査の集計結果の分析に

よると､｢企業側の採用動向も年々様

変りが激しく､採用形態では､通年採

用､職種別採用などを実施する企業

が増え､多様化の傾向は一段と進ん

でいる｡また､企業説明会と採用選考

会を別々に実施､または､説明会･選

考会を複数回開催し､できるだけ多

くの学生と出会う機会を拡げよう

と工夫､努力を重ねている企業も多

数に上っている｡こうした多彩な採

用形態の導入は､各企業にふさわし

い人材を発掘するチャンスを拡大し､

より質の高い学生を厳選して採用

しようとの意識の表れといえるだ

ろう｣と｡また､企業は選考に際して

どんな点を重視しているかを､あら

かじめ用意した選択肢から選んで

もらったところ①コミュニケーシ

ョン能力､②チャレンジ精神､③主体

性､④協調性､⑤責任感､⑥誠実性の

順であった｡総じて社会人､職業人と

して不可欠な資質と人間性を重視

していることがうかがえます｡

�｢コミュニケーション能力｣を求め

ることは当然のことといえましょう｡

社会人として様々な人たちとの交

流があり､これらの人たちとの意思

疎通を図り､円滑に仕事を進めてい

く上で不可欠な要素であるからです｡

また､｢主体性｣と関連して特にこれ

からの時代に必要な能力は｢自立性｣

です｡これは､｢社会や組織の中で調

和を保ちながら､自らの責任のもと

に物事を主体的に捉え､方向と課題

を発見し対応していく｣能力です｡求

められる人材能力は高く､大学では

入学時より自ら目的意識をもって

学び､様々な活動を通じて自分を豊

かに高めていく姿勢が何よりも必

要となってきます｡そのためにも､低

学年からのキャリア形成指導など

の支援を､計画的･継続的に行うこと

を検討しなければなりません｡

　問い合わせ先�就職課
　TEL.022-264-6481

◆一般入試（前期日程）

�2月1日㈮��経済（昼･夜）､機械工､応用物理

����2日㈯��経営（昼･夜）､人間科学､電気工､土木工

����3日㈰��英文（夜）､法律､言語文化

����4日㈪��英文（昼）､キリスト教､史､情報科学

◆一般入試（後期日程）

�3月7日㈭��全学科･専攻

◆AO入試（第一次選抜の出願受付期間）

�A日程�1回目���8月29日㈬～��9月��4日㈫

�������2回目���9月19日㈬～��9月25日㈫

�������3回目�10月10日㈬～10月16日㈫

�B日程�11月28日㈬～12月4日㈫

◆推薦入試（学業･資格取得･キリスト者･スポーツ）

�11月21日㈬��全学科･専攻

◆社会人特別入試

�A日程�11月21日㈬�B日程�3月6日㈬

◆編入学試験（A=一般･推薦､B=一般･社会人）

�A日程�10月11日㈭�B日程�3月6日㈬

問い合わせ先　入試課
TEL.022-264-6455

企業の求める人材－豊かな人間形成を目指して－

平成14年度の入試日程が決まりました

東北学院大学 
■土樋キャンパス
大学院:文学研究科､経済学研究科､法学研究科
学�部:文学部･経済学部･法学部（各3･4年）､
����文学部二部､経済学部二部
〒980-8511�仙台市青葉区土樋一丁目3番1号
TEL.022-264-6421��FAX.022-264-3030

■多賀城キャンパス

大学院:工学研究科
学�部:工学部
〒985-8537�宮城県多賀城市中央一丁目13番1号
TEL.022-368-1116��FAX.022-368-7070

■泉キャンパス

大学院:人間情報学研究科
学�部:文学部･経済学部･法学部（各1･2年）、
����教養学部
〒981-3193�仙台市泉区天神沢二丁目1番1号
TEL.022-375-1121��FAX.022-375-4040

 
東北学院中学・高等学校 

〒980-0811�仙台市青葉区一番町一丁目9番1号

TEL.022-227-1221㈹��FAX.022-227-6302

東北学院榴ヶ岡高等学校 
〒981-3105�仙台市泉区天神沢二丁目2番1号

TEL.022-372-6611㈹��FAX.022-375-6966

東北学院幼稚園 
〒985-0862�宮城県多賀城市高崎三丁目7番7号

TEL.022-368-8600㈹��FAX.022-309-2655

ウーラノス
東北学院大学　広報誌　vol.7

広報誌編集委員会

委員長　　総務担当副学長　　　　関根　正行
副委員長　総務部長　　　　　　　飯土井公洋
編集長　　宗教部長　　　　　　　佐々木哲夫
委員　　　文学部教授　　　　　　遠藤　健一
　　　　　経済学部教授　　　　　小笠原　裕
　　　　　法学部教授　　　　　　斎藤　　誠
　　　　　工学部教授　　　　　　星宮　　務
　　　　　教養学部教授　　　　　片瀬　一男
　　　　　総務部次長　　　　　　高橋　征士
　　　　　総務部調査企画課長　　石井　勝雄
　　　　　総務部総務課長補佐　　桔梗　元子
　　　　　総務部調査企画課係長　伊藤　寿隆
　　　　　総務部調査企画課　　　石上　貫繁

　東北学院大学広報誌『ΟΥΡΑΝΟΣ（ウーラノス）』
に関するご意見・ご質問をお寄せください。今後と
も皆様のご期待に沿えますよう、編集いたします。

なお発行日は、6月・10月・2月となっております。

発行日�平成13年（2001）年6月20日
編�集�東北学院大学��広報誌編集委員会
発�行�東北学院大学
������〒980-8511
������仙台市青葉区土樋一丁目3番1号
������TEL.022-264-6424�FAX.022-264-3030
������URL�http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/
������E-mail�c.kikaku@staff.tohoku-gakuin.ac.jp
印　刷　（株）エイエイピー

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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